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 所員の
つぶやき

アイルランド ラグビー代表

今回は、第３弾となるインタビューを

お届けしました。次回も各所員からの

インタビューもお届けしていきますの

で、今後もお楽しみに！

京都信用金庫　北山支店

国立京都国際会館

琵琶湖疎水記念館 ロームシアター京都

京都コンサートホール

次号は4月末日発行予定です。

　

Ｑ　

足
の
サ
イ
ズ
は
、
何
で
す
か
。

　

Ａ

 

【　

２
６
．
５
㎝　

　
　

　
　

　

】

首
都
：
ダ
ブ
リ
ン　

公
用
語
：
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ゲ
ー
ル
語　

　

通
貨
：
ユ
ー
ロ　

人
口
：
５
２
３
．
３
５
万
人

　

Ｑ　

趣
味
は
、
何
で
す
か
。

　

Ａ　

【　

フ
ッ
ト
サ
ル　

　
　

　
　

　

】　

　

Ｑ　

座
右
の
銘
は
、
何
で
す
か
。

　

Ａ　

【　

日
進
月
歩　

　
　

　
　

　
　

】

　

Ｑ

 

推
し
の
建
築
物
は
、
何
で
す
か
。

　

Ａ　

【　

国
立
新
美
術
館　

　
　

　
　

】

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」

「
自
炊
は
難
し
い
」

「
京
都
信
用
金
庫　

北
山
支
店(

菊
竹
清
訓
設
計)

」

「
は
じ
め
に
」

　

一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
か
ら
、
食
事
は
自
炊
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
最
近
は
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
惣
菜
等
で

済
ま
せ
て
し
ま
う
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
毎
日
料
理
を
し
続

け
る
の
は
本
当
に
大
変
な
事
な
の
だ
と
改
め
て
思
い
知
り
、
一

層
親
の
凄
さ
と
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

小
倉
拓
也

　

Ｑ　

ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
何
で
す
か
。

　

Ａ

 

【　

一
人
の
時
間　

　
　

　
　

　

】

　

中
村
設
計
所
員
紹
介　

第
３
弾
と
し
て

所
員
の
柴
田
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
！

　

み
な
さ
ん
知
っ
て
ま
す
か
？
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
」
と
は
別

に
「
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
が
あ
る
の
を
。

　

１
９
２
０
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
統
治
法
に
よ
っ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
政
府
と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
に
分
断
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
的
な

背
景
な
ど
の
詳
細
を
私
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
時
代
に
ラ
グ
ビ
ー

を
し
た
経
験
上
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
る

際
は
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
」
と
「
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
」
か
ら
選
手
が
選
出
さ
れ
る
の
は
知
っ
て

ま
し
た
。
色
々
な
揉
め
事
、
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
が
ス
ポ
ー
ツ
は
一
つ
に
な
れ
る
、
素
晴

ら
し
い
事
で
す
ね
。　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

桝
田
武
典

「
国
立
京
都
国
際
会
館(

大
谷
幸
夫
設
計)

」

”

「
番
外
編
：
琵
琶
湖
疎
水
記
念
館(
中
村
設
計)

」

　

一
言
で
言
う
な
ら
ば
、　

時
間
を
感
じ
さ
せ
な
い
存
在
感
の
あ
る

建
築
物
”
と
い
え
る
。

　

い
い
意
味
で
、
前
に
出
な
い
、
で
あ
る
が
、
後

に
退
か
な
い
。
そ
れ
が
、
存
在
感
な
の
で
は
と
思

っ
た
。
周
辺
の
水
辺
、
山
々
と
調
和
し
静
か
に
た

た
ず
ん
で
、
景
観
を
た
も
っ
て
い
る
印
象
を
う
け

た
。　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

仙
石
瑞
香

　
　

今
月
の
土
曜
研
修
は
、
今
年
開
催
さ
れ
る
大
阪
・
関
西

　

万
博
に
向
け
て
、
前
回
の
大
阪
万
博
で
パ
ビ
リ
オ
ン
の
設

　

計
に
携
わ
っ
た
建
築
家
の
建
物
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、

　

大
阪
万
博
後
に
ど
の
よ
う
な
設
計
を
辿
っ
た
の
か
を
体
感

　

し
ま
し
た
。
出
発
前
に
事
務
所
で
事
前
学
習
を
し
、
現
地

　

で
は
若
手
所
員
が
建
物
の
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
下
鉄
の
改
札
を
出
て
地
下
道
か
ら
地
上
ま
で
の
雰
囲
気

や
設
え
が
印
象
深
か
っ
た
。
地
上
に
出
て
す
ぐ
目
に
入
る
建

物
は
宇
宙
船
の
様
で
迫
力
や
存
在
感
は
あ
る

も
の
の
違
和
感
や
威
圧
感
は
な
く
自
然
と
風

景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
壁
や

柱
の
傾
斜
か
ら
な
る
合
掌
造
り
の
伝
統
的
な

様
式
が
国
際
会
議
が
開
か
れ
る
建
物
に
日
本

ら
し
さ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
与
え
ら
れ
、
ま
た

調
和
し
て
い
る
こ
と
に
斬
新
さ
を
感
じ
、
竣

工
か
ら
５
９
年
の
歳
月
を
感
じ
さ
せ
な
い
佇

ま
い
に
凄
さ
を
覚
え
ま
し
た
。　

若
狭
沙
代

「
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル(

磯
崎
新
設
計)

」

　

私
は
普
段
事
務
の
業
務
を
行
っ
て
ま
す
。

社
内
で
事
前
に
建
物
概
要
を
聞
い
た
後
、
建

物
見
学
を
し
ま
し
た
。
一
般
目
線
と
し
て
観

た
感
想
は
長
い
螺
旋
状
の
ス
ロ
ー
プ
に
て
音

楽
へ
の
高
揚
感
を
掻
き
立
て
る
と
い
う
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の
設
計
の
建
物
を

観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

一
階
中
央
の

天
井
が
三
角
の
あ
つ
ま
っ
た
デ
ザ
イ
ン
に
な

っ
て
お
り
、
照
明
も
素
敵
で
し
た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

長
谷
川
恵
理

「
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
（
京
都
会
館
）

　
　

　
　

　
　

　
　

(

前
川
國
男
設
計)

」

　

今
回
は
残
念
な
が
ら
、
外
観
の
み
の
見
学
と

な
り
ま
し
た
が
ア
ン
ブ
レ
ラ
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

ー
と
呼
ば
れ
る
建
築
構
造
を
見
て
傘
の
下
に
多

く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
集
ま
る
目
的
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

佇
み
、
景
観
面
で
は
盆
地
の
周
囲
や
山
並
み
、

家
並
み
に
溶
け
込
む
工
夫
う
が
施
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
機
会
が
れ
あ
ば
、
次
回

は
是
非
内
部
空
間
も
見
学
し
、
設
計
者
の
思
想

を
体
験
で
き
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

中
村
友
紀

　

水
平
線
を
強
調
す
る
連
続
し
た
大
庇
や
バ
ル

コ
ニ
ー
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ

る
三
日
月
断
面
を
持
つ
手
す
り
、
打
込
み
タ
イ

ル
等
、
前
川
建
築
の
特
徴
が
そ
こ
か
し
こ
に
ち

り
ば
め
ら
れ
た
迫
力
の
あ
る
建
物
で
す
。

　

二
条
通
り
側
は
建
物
を
ピ
ロ
テ
ィ
ー
状
に
し

て
中
庭
と
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
い
ざ
な
わ
れ

ま
す
。　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

前
田
直
美
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